
■
県
立
図
書
館
配
本
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、

熊
本
県
立
図
書
館
の
「
配
本
協
力
図
書
」

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
般
書
１
０
０
冊
、

児
童
書
・
絵
本
２
０
０
冊
、
合
計
３
０
０

冊
を
借
り
受
け
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

1
セ
ッ
ト
50
冊
で
６
箱
分
の
図
書
は
、
年

に
数
回
入
れ
替
わ
る
の
で
、
箱
を
開
け
る

た
び
に
「
今
度
は
ど
ん
な
本
が
届
い
た
の

だ
ろ
う
」
と
職
員
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

配
架
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
図
書
室
に
所

蔵
し
て
い
な
い
本
も
多
数
あ
っ
て
、
思
わ

ず
手
を
止
め
見
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。
図

書
室
入
口
の
右
側
に
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

世の中は騒々しく、人々が浮き足立つ時
代になってきた。そんなやかましい時代
を、静かに生きるにはどうすればいいの
か？人生を幸せに生きることはどういう
ことか？作家・森博嗣が自身の日常を観
察し、思考したエッセイ。

神田川護岸の排水口から遺体が発見され
た。遺体は地下水路の「暗渠」を通って
流れ着いたらしい。和泉署に合同捜査本
部が立てられ、宮下は久しぶりに真壁と
組むことになるのだが…。欺瞞の闇に迫
る読み応えのある警察ミステリ。

気分に合わせて夜市を選ぶ、漢方薬局で
スパイスを買う、台湾新幹線でお出か
け、ノスタルジックな台南、ランタンフ
ェスティバル…。1 日 1 ページ、日め
くりカレンダーのような写真とエッセイ
で 365 日の台湾の暮らしぶりを紹介。

第舞台はヴィクトリア朝京都。洛中洛外
に名を轟かせた名探偵ホームズが、まさ
かの大スランプ？ホームズとワトソンは
この摩訶不思議な大迷宮（スランプ）を
抜け出せるか…。森見登美彦の世界観に
引き込まれるおすすめの一冊。

国宝をはじめとした日本美術をデジタル
復元で当時の色彩に戻し、制作された時
の環境で鑑賞することで見えてくるスト
ーリーを紹介。当時のストーリーを理解
することで感性がひらき、日本美術の鑑
賞が自分のものになる一冊。

小説 一般書

秘密の花園
　朝井 まかて 著／日経ＢＰ日本経済新聞出版

静かに生きて考える
　森 博嗣 著／ベストセラーズ

水脈
　伊岡 瞬著 著／徳間書店

シャーロック・ホームズの凱旋
　森見 登美彦 著／中央公論新社

台湾のすこやかで福のある暮らし365日
　コバシ イケ子 著／自由国民社

はじめから国宝、なんてないのだ。
　小林 泰三 著／光文社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

曲亭馬琴は戯作の道に踏み出し人気作者
になるが、武家である滝沢家再興の夢を
捨てず、締切に追われながら家計簿をつ
け、庭の花園で草花を丹精し…。「南総
里見八犬伝」を生んだ馬琴の素顔、けな
げな哀歓を鮮やかに描いた一冊。

図
書
室

行
こ
う
へ

▲県立図書館配本コーナーにぜひお越し
ください

◀
道
泉
禅
門
、
道
音
禅
門
、
妙
昌
信
女
の
名
前
が
刻
ま
れ

た
逆
修
碑
）
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【
基
本
理
念
】

「
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
及
び

「
第
2
次
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
に

お
け
る
4
つ
の
「
基
本
理
念
」
を
継
承
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
基
本
理
念
を
原
点
に
計
画

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
男
女
人
権
の
尊
重

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
重
を
重
ん
じ
、

性
別
に
よ
る
差
別
を
な
く
し
、
男
女
が
ひ
と

り
の
人
間
と
し
て
能
力
を
は
っ
き
で
き
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

「
男
女
が
と
も
に
自
立
し
、
支
え
あ
う
住

み
よ
い
ま
ち
」

【
重
点
目
標
】

男
女
お
互
い
の
人
権
へ
の
配
慮

女
性
も
男
性
も
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
よ
る
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
ず
、
配

偶
者
等
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に

向
け
た
啓
発
や
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と

も
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
現
実
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

■
甲
佐
町
「
人
権
啓
発
の
推
進
」

広
報
誌
等
に
よ
る
人
権
啓
発
・
・
広
報
甲

佐
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
人
権
啓
発
記

事
を
開
催
し
ま
す
。

■
正
し
い
認
識
と
理
解
の
促
進
・
・
同
和
問

題
な
ど
人
権
問
題
の
正
し
い
認
識
と
理
解
を

促
進
し
ま
す
。

■
熊
本
県
の
主
な
取
組
み

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
等
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
意
識
啓
発
を
進
め
る
と

と
も
に
、
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
教
育
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
4
）

人
権
～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

第
3
次
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
計
画
「
抜
粋
」

竜野地区の目野には、鎌倉時代から山岳仏教的な修養道場の学問寺

として、多くの寺院が建立され、繁栄をしていました。しかしキリス

ト教の信者として知られる武将小西行長が宇土の城主となり、その勢

力を強めるに従い彼は仏教弾圧の政策を進め、仏教の寺院・神社の焼

き討ちを行い、このため目野の寺院集落は焼き払われ廃墟と化した、

と伝えられています。そのためか目野には、目
も く や じ
野寺、六

ろ っ か じ
箇寺、加

か よ う じ
要寺、

釈迦堂などのお寺に関する地名が数多く残っています。

　その山麓の個人宅に逆修碑 (ぎゃくしゅうひ=板碑 )があります。

板
い た び
碑は亡くなった人を弔うお墓ではありません。板状の石に、仏を

表す梵字や供養者の名前や年月日、供養の内容などが刻まれています。

逆は「あらかじめ」の意で、自分のために生存中に、自身の死後の法

事を修 ( しゅう ) することを指します。時には生者が自身のためにと

いうのではなく、その子が現在生存する親のために、妻が健在の夫の

ために、逆修を営むこともあります。

　今回この逆修碑を前川清一先生 ( 県文化財保護審議会委員 ) の指導

で調査しました。その報告書には「道
どうせんぜんもん

泉禅門の追
ついぜんくよう
善供養のために「道

音禅門」と「妙
みょうしょうしんにょ

昌信女」が願
がんしゅ

主となり永禄2年 (1559)3月21日に追善

供養がなされ、板碑が建立されたことがわかる。道泉禅門は、道音禅

門の父とみられる。また、道音禅門と妙昌信女は夫婦であろう。」とあ

ります。永禄2年 (1559) にこの目野の地に逆修碑を建立し、追善供

養をする事の出来る力を持った人がいたことを示すものです。また、

寛文9年 (1669) の「国郡一統志」に中横田の項目に「目野寺釈迦福

泉禅庵薬師地蔵阿弥陀」

と記されており、江戸初

期の頃まではこれらの寺

院が存在していたことに

な り ま す。 明 和2年

(1765) の「肥後国誌」に

は記録がありません。こ

れは、この百年の間に何

らかの理由で廃寺になっ

たと思われます。おそら

く小西行長による焼却で

はないと考えられます。

「目野の逆修碑 ( 板碑 )」
文 化 財 探 訪

◀
道
泉
禅
門
、
道
音
禅
門
、
妙
昌
信
女
の
名
前
が
刻
ま
れ

た
逆
修
碑
）

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線324）

町文化財保護委員　赤星　眞照（有安区）

～第121回～
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